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学位論文内容の要旨

【紺青】

連続'-塩気刺激によってリズミカルな●rWIXlL肋を満雄する大脳皮JZFu傾 城は皮質岨境野と呼ばれ.さ

まざまな軌物で柵絡されている｡ラッ トでは,取免刺激によってパターンの異なる顎運動を禰発

する2つの皮質蘭域が存在する｡そのうち A･areaは第一次運軌野に位置 し,偲気刺激によって

速いリズムで単純な上下方向の顎運動が生 じるoまた P･areaは島皮矧腹側部に位置し,屯気刺

激によって側カおよびrlir後方向に複射r::な顎遊軌が生じる｡皮qTl-1岨岬野はl削こ顎や舌のリズミカル

な運軌だけでなく,唾液分泌にも関与するいわゆる ｢帆岬｣の中枢であるという概念が提唱され

ている｡ しか し唾液分泌と顎遊戯との関連は束だ検討されていない｡

ll.Jl嶋時の唾液分泌については.2つの神経槻Ji.:が考えられる｡一つは岨rIWIB液反射や味兜唾液

反射と呼ばれる下位脳での反射性分泌である｡すなわち岨岬中の唖繊分泌には.味兜および歯根

膜や仁=陛粘膜の感牝が,JJ掛幹部において鴫舷梯に入力する線路が考えられている｡もう一つは皮

質l.lJiIV井野から下行性に唾液核に51-至る経路が考えられる｡

本研究では上.iLlの点を考臆 して.肺酔下においてラットの鼎なる 2つの皮質岨噛野 (A･area

とP･area)を風気刺激 したときに生 じる顎避軌と唖織分泌を同時に記録することで,2つの岨咽

野の駿滋を唖搬分泌の観ノ.J!..から評価 したO

【材料ならびに方法7
実験には体菰約 250-3.501gの Wi8tar系雄性ラットを用い,ウレタンとペン トバルビタールの

腹腔内投与によって麻酔 した.脳Jrii'位hlil定堪Ht･tを用いてラットをBJjJ定 し,左イ川大脳皮節のA･al.ea

とp-areaを中心にr.1･j.棚lrZ属'LIB:極で地組'''B:,'1捕り徴を行った (0.2ms.0.251nA).*lJ激は 5Hz,10
Hz,20Hzおよび 50Hzの刺激傾度で,それぞれ 20秒間行った｡顎逃す削まオ トガイ部に付着 し

たマグネットの捌きを磁'Aもセンサーを用いて-1郎tlL,筋活動は右イ川IIR筋および右イJu顎二腹筋に係

田したワイヤー 一.･LE極より抑 出した.11釧 女分泌は左JtLJJ.規下腹導管にカニュー レを装新 し,分泌圧と

して計iIIIJした｡これらの信J,JLはデータ解析淑IllW71にllkり込み,専用解p-rソフ トで分析 した.

また.唾･hk'分泌が大脳皮JLl'を'1%'気州徹 したことにより生 じたものであるか,敬迎軌に伴って二

次的に生じたものであるかをlll'h･:I.7.忍するため.肪地純魂Ii･をJllいて動物を非仙化 したO

実験終了後,刺激TT･li位を同定するために刑軟化掛 こJu･'-T.枕油''tiを行い,刺激部位を和田させたO

ホルマリン溶服にて新枕田定,''JI行いJJl梢のスライス1,lT:'本作恥後,0.5% クレシルバイオレット水溶

紋で染色 し,凝悶部位を稚.t.I.17.したO



【結果】
1)鳩気刺激によって,A-areaからは小さく単純な上下方向のリズミカルな顎運動が.P･areaか

らは大きく袖純なリズミカルな顎迎軌が訴雅されたV顎迎rnMま刺激頻度により,開始までの桝時,

中断および消失を認めることがあったが,何れの刺激JqJ'度でもリズミカルな顎運動禿生期間内の

顎1洞･ljl･J搬度は一定であったoすなわちA･areaからは約 7Hzの頻度,P･areaからは約 3Hzの赦

度の顎i迎勅が併発された｡

2)唾液分泌はP･areaの刺激のみで誘発され,A-areaの刺激では,･紡発されなかった｡

3)仙物を非動化して p-arcaを刺激すると,軌 'Lt.J7rJuが認められないにもかかわらずIlqC･液分泌が誘

発された｡また,非動化flltJ'後のlIilE･搬分泌量には-lT意な差がなかったC

4)口腔内に舶 勿が無い状態であったにもかかわらず,p-area誘発性の唖棟分泌量は自由行動下で

固形飼料を摂取中の唾液分泌胞の約 7割に辿 していたD

【考察】

ラットの 2つの皮質岨嘱uIT･のうちP･areaは,顎や舌の運弛とともに唖'il,i一分泌も制御している

ことが判明したoP･areaから偶発された'珊瑚qllJuの頻度が自由行･J:EJu下における固形飼料摂脚 寺のそ

れに相当している点や,臼脆部岨咽で唾液分泌が多い点を考慮すると,P･areaの刺激は臼歯部岨

境を統発すると考えられる｡また A-areaから裾発された瓢ju_A:lJuの頻度は自由行刺下における飲

水時のそれと一致しており,A･areaは飲水岬のリック運動の1■l相と解釈することができる｡

動物を非動化して P･al･Caを刺激するとTl!JHt璽動が'.1.vL,められないにもかかわらず唾液分泌が新発

されたこと, p-areaの刺激がi妨党する唾液畳が自由行軌下で同形飼料摂取中の唾液免の約 7割

に達していたことから,岨r馴 P.I)':の唾液分泌は皮野岨囁野が主に制御 してお り,下位脳での反射性

唾液分泌量よりも大きい割合を占めると考えられる｡



学位論文審査結果の要旨

唾確は岨咽に伴い多最に分泌 されることが知 られている｡従来この神経機序は､口腔

感党による反射性嘩植分泌として捉えられてお り､便宜的に岨嘱唾液反射や味覚唾碑反

射 と呼ばれている｡ しか し近年､唾液分泌には上位脳から分泌中枢 (唾液按)に至る下

行性の経路が大きく関与 し､脳幹部を中心とした単なる反射では無い可能性が提唱され

ている0本論文はラットの大脳皮JtTl'-llrE7.Ilt醐j'･に着目し､亀気刺激で誘発されるリズミカル

な顎運動と顎下腺唾液分泌を同時に測定 し､上位中枢からの制御を分析 したものである｡

本実験では以下の結果を得ているD 1)ラッ トには 2つの皮矧 岨鴫野 (A-arbtaとp-

area)が存在するが､麻酔下にてA-areaを連続屯気刺激すると､飲水時に見られるリ

ック様の リズ ミカルな顎運動が誘発されたが､唾確分泌は認められなかった｡ 2)p-

areaの刺激では､臼繭部岨嶋様の リズ ミカルな■乱逆軌 と唾液分泌が同時に誘発されたo

その唾液分泌丑は､矧林酔下で固形飼料を摂]&する時の約 7割 に匹敵 していた0 3)動

物を非動化 Lで塀遊動 が発生 しない条件下でも､p-areaの刺激で唾液分泌が誘発され､

その分泌丑は非動化前 とほぼ同 じであった｡ これ らの結果は､大脳皮矧 且嘱野 (p-area)

が顎運動と同時に唾液分泌も制御 していることを示 してお り､さらに岨噛時の唾濯分泌

には皮質.LEL嘱野による制御が大きく関与 していることを示唆 しているD

これ らの結果は､岨雌時の唖植分泌が上位脳 である大脳皮慣岨咽野 (p-area)によっ

て制御 されていることを電気生PJl_学的手法で示 した最初の所見である. これは大脳皮質

岨境野が単に顎や舌の運動機能を制御するだけでなく､唾液分泌などの自律機能をも制

御することにより､食塊形成を行な う中枢であることを示 している｡また今後の唾液分

泌の神経性調節機構および唾液分泌動態を明 らかにするうえで､新たな視点を与えてい

る｡

上記の審査結果より､審査委員会は本論文に博士 (歯学)の学位論文 としての価値を

認める｡


